
等
を
乗
越
え
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
の
社
会
動
向
が
予
想
し
に
く
い
二
〇

二
五
年
に
向
か
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
気
概
と

信
念
を
持
っ
て
立
ち
向
か
お
う
と
し
て
い
る

の
か
、さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

学
会
長
の
挨
拶
の
中
で
「
来
る
べ
き
壮
大

な
医
療
制
度
改
革
の
潮
流
の
中
で
主
人
公
を

演
じ
る
の
は
、
や
は
り
私
た
ち
医
療
人
で
あ

る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
常
に

前
向
き
で
明
る
い
気
持
ち
を
持
っ
て
、
そ
し

て
他
者
に
強
制
さ
れ
る
の
で
は
な
く
自
己
変

革
を
行
う
勇
気
と
覚
悟
を
持
つ
べ
き
と
の
視

点
を
東
京
都
病
院
協
会
の
仲
間
は
共
有
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。」
と
述
べ
て

お
り
、
今
回
の
学
会
は
伊
藤
学
会
長
の
基
に

大
い
に
期
待
出
来
る
催
し
に
な
る
も
の
と
確

信
し
ま
す
。

全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

メ
イ
ン
会
場（
三
階
富
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

〈
開
会
式
〉　
午
前
九
時
〜
九
時
二
十
分

挨
拶　

学
会
長　

伊
藤　

雅
史

　
　
　

会　

長　

河
北　

博
文

来
賓
挨
拶　

東
京
都　

東
京
都
医
師
会

〈
記
念
講
演
〉

　
　
　
　

午
前
九
時
二
十
分
〜
九
時
五
十
分

演
題「
東
京
都
病
院
協
会
の
歴
史
と
展
望
」

　

河
北　

博
文

　
（
当
協
会
会
長
、河
北
総
合
病
院
理
事
長
）

　

河
北
会
長
に
は
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境

が
刻
々
と
変
化
す
る
中
で
、
過
去
か
ら
未
来

に
繋
が
る
医
療
の
あ
る
べ
き
姿
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。特
に
高
齢
化
で
医
療
や
介
護

を
必
要
と
す
る
人
が
爆
発
的
に
増
え
続
け
る

東
京
の
病
院
は
、
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か

発
言
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

保
会
館
」、
千
駄
ヶ
谷
の「
日
本
青
年
館
」で
し

た
が
、
今
回
は
Ｊ
Ｒ
市
ヶ
谷
駅
か
ら
徒
歩
二

分
の「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」と
な
り
ま
し

た
の
で
、ご
留
意
下
さ
い
。

　

学
会
長
の
伊
藤
雅
史
（
東
京
都
病
院
協
会

常
任
理
事
、
東
京
都
医
師
会
理
事
）は
、
平
成

十
九
年
四
月
に
特
別
医
療
法
人
社
団
慈
生
会

等
潤
病
院
の
理
事
長
・
院
長
に
赴
任
し
て
以

来
「
地
域
と
共
に
生
き
る
慈
し
み
の
ト
ー
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
を
組
織
の
理
念
と
し
て
地

域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
高
度
医
療
か

ら
在
宅
医
療
、介
護
、健
康
増
進
ま
で
を
一
貫

し
て
医
療
と
介
護
を
目
指
し
て
来
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
は
、
特
別

医
療
法
人
か
ら
社
会
医
療
法
人
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
東
京
で
は
慈
生
会
が
六
番
目
に
認
定

を
受
け
た
希
少
な
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
伊
藤
学
会
長
は「
組
織
存
続
の
危

機
感
」
や
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
不
在
の
危
機
感
」

学
会
の
概
要

　

七
十
五
歳
以
上
の「
後
期
高
齢
者
」は
、
二

〇
一
三
年
時
点
で
千
五
百
六
十
万
人
。

　

国
の
予
測
で
は「
団
塊
の
世
代
」が
こ
の
年

齢
に
達
す
る
二
〇
二
五
年
に
は
、
一
・
四
倍

の
二
千
百
七
十
九
万
人
に
膨
ら
み
、
医
療
・

介
護
の
必
要
性
が
高
い
後
期
高
齢
者
の
急
増

は
、
特
に
首
都
圏
で
影
響
が
甚
大
と
な
り
ま

す
。

　

東
京
に
は
お
年
寄
り
が
あ
ふ
れ
て
、医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
が
想

像
さ
れ
ま
す
。「
二
〇
二
五
年
問
題
」
に
何
も

手
を
打
た
な
け
れ
ば
、
そ
ん
な
危
機
が
起
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
記
念
す
べ
き
第
十
回
東
京
都
病
院

学
会
の
主
題
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら「
二
〇

二
五
年
東
京
の
医
療
を
明
る
く
語
ろ
う
」
と

な
り
ま
し
た
。

　

開
催
日
時
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
一
日

（
日
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
「
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
会
場
は
、
信
濃
町
の「
東
医
健

特別講演・基調講演・シンポジウムについて
　　　　　　　　　　　学会長　伊藤　雅史 主

題「
二
〇
二
五
年
東
京
の
医
療
を
明
る
く
語
ろ
う
」

平
成
二
十
七
年
三
月
一
日（
日
）開
催

第
十
回
東
京
都
病
院
学
会
の

　
　
　
　
　
　
　
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
決
ま
る

平
成
二
十
七
年
三
月
一
日（
日
）開
催

第
十
回
東
京
都
病
院
学
会
の

　
　
　
　
　
　
　
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
決
ま
る

主
題「
二
〇
二
五
年
東
京
の
医
療
を
明
る
く
語
ろ
う
」

　本学会のテーマ、「2025 年東京の医療を明るく語ろう」は、今
後の高齢社会に備え我々が進むべき道を探るという意味であるこ
とは、既に当協会会報「第 207 号」（平成 26 年 7 月 28 日発行）
にて詳述した。
　2014 年診療報酬改定、改正医療法成立過程で、厚労省から出
された「治す医療・救う医療」から「支える医療・看取ること・
癒すこと・抱えて生きること」、QOL (quality of life) から QOD 
(quality of death)、というメッセージは衝撃的であった。
　特別講演を依頼した石飛幸三先生は、かつて私自身が専攻した
血管外科臨床医のトップランナーとして尊敬を集めていたが、芦
花ホームの常勤医となり入居者の終末期を看た経験から 2010 年
に「『平穏死』のすすめ」を上梓され、高齢者医療に関する大きな
問題提起をされた。
　今年も「家族と迎える『平穏死』」を執筆され、その舌鋒は益々
鋭く病院勤務者にとって大きなインパクトをもたらす事であろう。
　また、2012 年 3 月に東京青年医会第 24 回研修会が二日間に
亘り開催されたが、当時、病院に関する全国規模のデータがない
中、国際医療福祉大学高橋泰教授の教室が独自に作成した資料を
基に、東京都の今後の医療提供体制について熱く議論を交わした。
　その後、２次医療圏データベース、更には日本医師会 JMAP( 地
域医療情報システム ) として進化したが、そのデータベース作成
に中心的役割を果たしたのが、今回、基調講演を依頼した同教室
石川雅俊准教授である。
　2025 年における日本及び東京の医療需給の予測・方向性を、
科学的データを基に詳細に考察していただくと共に、シンポジス
トとしても議論に参加していただく予定である。
　シンポジウムでは、猪口雄二常任理事の司会により、内藤誠二
前学会長、山口武兼副学会長、桑名斉運営委員長、そして川原経
営グループ川原丈貴代表に、2025 年に向けての東京における病
院医療の在り方、経営戦略等について、それぞれの立場からの白
熱した議論を期待している。
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〈
学
会
長
講
演
〉　
午
前
十
時
〜
十
時
五
十
分

演
題「
二
〇
二
五
年

　
　
　
　

東
京
の
医
療
を
明
る
く
語
ろ
う
」

　

伊
藤　

雅
史

 　

 （
当
協
会
常
任
理
事
、等
潤
病
院
理
事
長
）

　

学
会
長
講
演
は
、
自
院（
等
潤
病
院
）に
お

け
る
改
革
の
過
程
と
今
後
の
戦
略
等
に
つ
い

て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
二
〇
二
五
年

に
向
か
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
計
画
し

て
い
る
の
か
興
味
深
い
内
容
に
な
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

〈
一
般
演
題
発
表
〉

　
　
　
　

午
前
十
一
時
〜
午
後
四
時
五
十
分

〈
特
別
講
演
〉

　
　
　
　
　

午
後
一
時
十
分
〜
二
時
二
十
分

演
題「
高
齢
者
医
療
の
在
り
方
」

　

石
飛　

幸
三
氏

　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
芦
花
ホ
ー
ム
」）

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

　
　
　
　

午
後
二
時
三
十
分
〜
四
時
五
十
分

「
二
〇
二
五
年

　
　
　
　

東
京
の
医
療
を
明
る
く
語
ろ
う
」

基
調
講
演

石
川　

雅
俊
氏

　
　
　
　
　
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
准
教
授
）

司
会　

猪
口　

雄
二（
寿
康
会
病
院
理
事
長
）

　
　
　

伊
藤　

雅
史（
学
会
長
）

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　

川
原　

丈
貴
氏（
川
原
経
営
グ
ル
ー
プ
代
表
）

山
口　

武
兼（
豊
島
病
院
院
長
）

桑
名　

斉（
信
愛
病
院
理
事
長
）

内
藤　

誠
二（
内
藤
病
院
理
事
長
）

　
〈
特
別
講
演
〉〈
基
調
講
演
〉
と
〈
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
〉に
つ
い
て
は
、
学
会
長
伊
藤
雅
史
の
囲

み
記
事
を
ご
一
読
下
さ
い
。二
〇
二
五
年
に

向
け
て
東
京
に
お
け
る
病
院
の
在
り
方
や
病

院
経
営
戦
略
等
が
体
現
で
き
る
貴
重
な
話
を

視
聴
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

〈
閉
会
式
〉　
午
後
四
時
五
十
分
〜

一
般
演
題
募
集

　

一
般
演
題（
口
演
）は
、
会
員
病
院
職
員
の

日
々
の
活
動
の
結
晶
で
あ
り
、
学
会
開
催
の

根
底
と
な
る
も
の
で
す
。本
学
会
の
主
題
に

関
す
る
取
り
組
み
な
ど
は
、
大
歓
迎
で
す
が
、

そ
れ
以
外
の
様
々
な
活
動
や
症
例
発
表
等
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
は
、
ご
案
内
の
通
り「
演
題

申
込
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
十
月
三

十
一
日（
金
）ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。期
日
を
超
え
そ
う

で
し
た
ら
、事
務
局
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。

　

そ
し
て
、演
題
発
表
者
に
は
、抄
録
原
稿
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

提
出
期
限
は
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二

十
八
日（
金
）と
し
て
ま
す
の
で
、
厳
守
し
て

下
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
演
題
発
表
で
は
、
会
場
が
参
加

者
で
あ
ふ
れ
て
混
雑
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
七
会
場
に
増
や
し
て
準
備
し
ま

し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

一
般
演
題
も
過
去
最
大
の
採
用
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
病
院
職
員
の
多
数

の
発
表
と
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

（1）「東京都こころといのちのサポートネット」をご活用下さい
　東京都は、平成 26 年 7 月より救急医療機関に搬送又は自ら受診した自殺未遂
者等に対して、自殺の再企図防止を目的に、東京都自殺未遂者対応地域連携支援
事業を実施、標記のサポートネットを開設しております。本サポートネットは自
殺未遂者や自殺念慮のある方（以下、患者という）に対して、救急医療機関から
の相談に応じるとともに、既存の地域ネットワークでは適切な支援が困難な場合
のサポートを行うものです。該当患者がいる場合には、ぜひご活用下さい。

（２）医療機関における児童虐待対応力強化のための研修会開催のご案内
　医療従事者が虐待を受けた子供たちのサインに気づき、子育てに悩む親への働
きかけを知ることは、虐待の深刻化や再発を防ぐ大きな力になります。東京都で
は児童虐待への対応力強化のために、下記の通り「平成26年度第4回専門研修（児
童虐待対応）」を開催いたします。多勢の病院職員の参加をお願いいたします。
　　日時：平成26年 12月 4日（木）午前10時 00分～午後4時 30分
　　場所：東京都議会議事堂1階　都民ホール

（３） 会員入会（正会員）
　3病院から入会の申し込みがあり、いずれも承認されました。
・多摩北部医療センター（東村山市）
・グレイス病院（日野市）
・かつしか江戸川病院（葛飾区・旧高砂協立病院）

理事会報告（10月）
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東
京
都
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
で
は
、
東
京
都
環
境
局
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診

断
、
各
種
研
修
会
な
ど
、
都
内
中
小
規

模
事
業
所
の
気
候
変
動
対
策
に
係
る
各

種
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
無
料
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
診
断
は
、
平
成
二
十
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
都
内
の
病
院
施
設

に
お
い
て
約
四
十
件
の
実
績
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
実
績
か
ら
、
平
均
光
熱
水
費

削
減
額
と
平
均
光
熱
水
費
削
減
率
を
ま

と
め
た
も
の
が
、「
図
一
」
と
な
り
ま
す
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
で
我
々
が
提
案

し
た
省
エ
ネ
に
よ
る
平
均
光
熱
水
費
削

減
額
率
は
、
七
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、

ま
だ
ま
だ
、
病
院
施
設
に
お
け
る
光
熱

水
費
削
減
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
具
体
的
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の
進
め
方
や
対
策
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

【
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
進
め
方
】

一
、
病
院
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
特
徴

　
「
図
二
」
は
病
院
の
消
費
先
設
備
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
比
率
を
図
示
し
た
も
の
で
、

空
調
熱
源
が
三
十
二
％
、
次
い
で
照
明
・

コ
ン
セ
ン
ト
が
二
十
一
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

二
、
病
院
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
施
に
当

た
っ
て
の
留
意
事
項

①
良
い
医
療
環
境
、
入
院
環
境
を
維
持

し
つ
つ
無
理
の
な
い
省
エ
ネ
を
推
進
。

②
多
く
の
関
係
部
門
が
協
力
し
て
組
織

的
に
、
全
員
参
加
で
実
施
。

三
、
組
織
体
制
の
整
備
とPD

CA

に
よ

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
責
任
者
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
、「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
組

織
」
を
作
り
ま
す
。
推
進
組
織
の
中
に

事
務
局
を
設
置
す
る
と
共
に
、
メ
ン
バ
ー

の
役
割
・
責
任
分
担
を
決
め
、PD
CA

に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
ま
す
。

【
事
例
】

　

●
病
院
長
を
委
員
長
と
す
る
、
医
師
、

看
護
師
、
事
務
部
門
等
の
各
部
門
代
表

者
か
ら
な
る
環
境
委
員
会
を
成
立
し
て

月
一
回
の
会
議
を
開
き
省
エ
ネ
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

四
、
現
状
の
把
握
と
見
え
る
化

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
実
績
の
把
握

　

使
用
実
績
の
デ
ー
タ
を
集
め
問
題
点

等
が
発
見
し
易
い
よ
う
に
グ
ラ
フ
化
し

ま
す
（「
見
え
る
化
」
と
言
い
ま
す
）。「
見

え
る
化
」
を
行
う
際
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
原

単
位
を
活
用
す
る
と
他
病
院
と
の
比
較

が
可
能
と
な
り
便
利
で
す
。

※
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
単
位
と
は

　

計
量
単
位
の
異
な
る
電
気
や
ガ
ス
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
と
し
て
合
算
で
き
る
よ

う
に
熱
量
単
位
（M

J

）
に
換
算
し
、
延

べ
床
面
積
（
㎡
）
で
割
っ
た
も
の
。

【
原
単
位
管
理
に
よ
る
課
題
発
見
例
】

　
「
図
三
」
は
月
ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
原

単
位
を
算
出
し
て
、
関
東
の
病
院
の
平

均
値
と
比
較
し
た
も
の
で
す
。Ａ
病
院
は

四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
は
関
東
平
均
値

の
下
に
あ
り
一
㎡
当
た
り
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
は
良
好
で
す
。
し
か
し
、

十
一
月
か
ら
三
月
の
冬
季
は
、
関
東
平

均
値
の
上
に
あ
り
、
な
ん
ら
か
の
改
善

余
地
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

冬
季
の
機
器
の
運
転
状
況
を
調
査
す
る

と
加
湿
用
ボ
イ
ラ
の
運
転
方
法
に
改
善

余
地
が
あ
り
、
燃
料
が
増
大
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

②
設
備
の
実
態
の
把
握

　

主
要
設
備
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
、

運
転
状
態
な
ど
の
実
態
を
把
握
し
、
問

題
点
等
を
発
見
し
ま
す
。

五
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

省
エ
ネ
を
実
施
す
る
た
め
に
定
め
た

ル
ー
ル
や
、
設
備
を
正
し
く
使
用
・
運

転
す
る
た
め
の
基
準
を
文
書
化
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
ま
す
。

六
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

①
運
用
改
善
（
投
資
を
伴
わ
な
い
）

　

空
調
温
度
や
照
明
照
度
の
適
正
化
等

　

無
駄
・
ロ
ス
を
最
小
限
に
す
る
改
善

で
す
。
知
恵
と
工
夫
で
行
い
ま
す
。

【
事
例
】

●JIS
「
保
険
医
療
施
設
の
照
度
基
準
」

の
診
察
室
・
事
務
室
（300Lx

〜

750Lx

）
廊
下
（150Lx

〜300Lx

）

「
病
院
の
省
エ
ネ
対
策
ミ
ニ
講
座
」

東
京
都
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

798 千円（2.79%)

合計：2,033千円（7.10%）

運用改善 設備改善

（図一）病院施設における
　　　 平均光熱費削減額（削減率）

1,235 千円（4.31%)

その他
６％

動力
11％

照明・コンセント
21％

給油・蒸気
18％

熱輸送
12%

空調熱源
32％

（図二）設備別エネルギー消費比率

400
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0
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MJ/m2

Ａ病院 関東平均

（図三）月別エネルギー消費量（原単位）

単
位
面
積
あ
た
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
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等
を
参
考
に
照
度
を
低
減
し
ま
し
た
。

②
設
備
改
善
（
投
資
を
伴
う
）　
空
調
機

やLED
等
高
効
率
な
設
備
、
デ
マ
ン
ド

監
視
装
置
等
の
「
見
え
る
化
設
備
」
を

導
入
す
る
改
善
で
す
。

　
今
回
、
ご
紹
介
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
は
、
一
部
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
を
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
、
よ
り
具
体
的
な
対
策
及
び
光
熱

水
費
の
削
減
効
果
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
東
京
都
で
は
、
中
小
医
療
施
設

を
対
象
に
省
エ
ネ
設
備
導
入
に
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
助
成
事
業
の
活
用
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
も
、
ぜ
ひ
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　昨年に引き続き、慢性期施設のための感染対策研修会を開催致
します。
　感染性胃腸炎の患者さんケアのポイントについての講義に加
え、おむつ交換・嘔吐時の感染防止対策の 2 点については、実際
に PPE（個人防護具）の着脱やおむつ交換の実習を取り入れた内
容です。受講後は、ぜひ、院内の伝達講習等で活かしていただき
たいと思います。

　　　　　　　　　　　　　記

　　　日　時： 平成 26年 11月 26日（水）
　　　　　　　午後 1時 30分～ 5時 00分
　　　場　所： 東医健保会館　2階中ホール
　　　　　　　（JR総武線・信濃町駅 徒歩 5分）
　　　内　容： 慢性期施設のための感染対策
　　　講　師： 金成千鶴氏（駒木野病院）
　　　　　　　齊藤あけみ氏（永生病院）
　　　参加費： 会員 5,000 円　非会員 10,000 円
　　　定　員： 40 名
　（定員を超えた場合のみ事務局からご連絡いたします）
　　　対　象： 職種限定はありません。
　　　　　　　どなたでもご参加いただけます。

【連絡先】 東京都病院協会　
　　　　TEL：03-5217-0896　FAX：03-5217-0898

　一年間に電気代をいくら支払っていますか？電気料金
の値上げや地球温暖化対策税の導入など、病院が負担す
るエネルギーコストは上昇の一途です。
　室温 28℃、照明の間引きなど「省エネ対策はもうやり
きった」「これ以上は無理」と諦めていませんか。東京都
の無料省エネルギー診断で専門家のアドバイスを受け、
対策を実行すれば電気代はもっと削減できます。ぜひ、
お申込みください。

電気代はもっと削減できます！
無料省エネルギー診断

「慢性期施設のための感染対策研修会」
看護管理部会

連絡先：公益財団法人　東京都環境公社
　　　　東京都地球温暖化防止活動推進センター
　　　　（クール・ネット東京）
　　　　　　　TEL：03 - 5388-3439

● 都内の事業所
● 前年度の原油換算エネルギー
　 使用量が 1, 500kL 未満

対象
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